
 
 

みえ福祉第三者評価結果 

①第三者評価機関名 

株式会社三十三総研 

 

②施設・事業所情報 

名称：丹生川保育園 種別：保育所 

代表者氏名：園長 林 はつ子 定員（利用人数）：50 名 

所在地：三重県いなべ市大安町丹生川中 2109－3 

TEL：0594-78-2086 

ホームページ：http://www.inabewel.or.jp/wdp/hoikuen/nyugawa/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：平成 23 年 4 月 1 日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人いなべ市社会福祉協議会 

 職員数 常勤職員：4名 非常勤職員：16 名 

 専門職員 調理師：2名  

 施設・設備

の概要 
保育室 4部屋、遊戯室、調理室、事務室、医務室、相談室 

 

③理念・基本方針 

＜保育理念＞ 

・一人ひとりの子どもを大切にし、豊かな自然の中での遊びや様々な生活体験を通して

たくましく生き抜く力を育てる 

＜目ざす子どもの姿＞ 

・基本的生活習慣を身に付け、自分から周りの友だちや自然に働きかけて深く遊びこめ 

る子ども 

・自分で考えて行動し、最後までやろうとする強い心と身体を持った子ども 

・様々な遊びや生活体験の中でぶつかり合い、相手の気持ちを尊重して自分たちで問題 

解決できる子ども集団 

＜保育目標＞ 

・一人ひとりの人権を尊重し、丁寧な関わりの中で愛着関係を形成する 

・健康な身体と豊かな心を育てる 

・自分で考えたり、工夫したり、友だちと協同しながら主体的に活動できる力を育てる 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

・3.4.5 歳児は、異年齢保育を実施しています。年齢が異なるクラスメイトと生活を共 

にすることで、幅広い仲間意識、社会性や協調性、憧れの気持ちや思いやりを育んで 

います。 

・地域の方の協力を得ながら園内の畑において、様々な野菜を栽培しており、収穫・調



理体験等を通じた食育を行っています。 

・子どもの好奇心や意欲を高めることを目的に、野外活動を実施しています。野外活動 

を通じて、様々なことに興味・関心を持ち、自らが主体的にやってみようという気持 

ちを育んでいます。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

令和 4年 12 月 5 日（契約日） ～ 

令和 5年 3月 31 日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期） 1 回(平成 30 年 3 月) 

 

⑥総評 

丹生川保育園は、昭和 34 年に丹生川幼稚園として開設され、平成 23 年 4 月に社会福

祉法人いなべ市社会福祉協議会がいなべ市より移管を受け運営を引き継いだ伝統のあ
る保育園です。同市を東西に横断して走る三岐鉄道三岐線の電車を近くに見ることがで
きる、自然豊かな田園地域に立地しており、地域資源を活かして、毎日の保育を行って
います。 

 

◇特に評価の高い点 

 3．4．5 歳児が同じクラスに在籍する異年齢保育が実施されており、協調性、社会
性が育まれています。また、異年齢保育を開始し 3年目に当たる今年度は、保護者
を対象にアンケートを実施し、異年齢保育に対する幅広い意見吸収を行い、改善を
図っています。 

 子どもたちは、地域住民の協力を得ながら、自然の食材採取や菜園活動に取り組み、
収穫物は給食の食材として取り入れることで「食育」につなげるとともに、地域の

方々に感謝し、地域を愛する心を培っています。 
 当保育園は、常勤職員が 4名と少人数ということもあり、十分なコミュニケーショ

ンが図られています。また、園長から職員に対し適宜アドバイスを行うことで、職
員のレベルアップにつなげられています。 

◇改善を求められる点 

 アンケートにおいて、職員数に対する業務量が多く一職員に対する負担が大きいと
の意見がみられました。適正な人員配置を見直されることが期待されます。 

 実習生やボランティアを受入れるための文書化されたマニュアルや定型のプログラ
ムを作成する等、よりいっそうの受入れ体制を整備することが望まれます。 

 今後は、更に子育て経験者との連携や地域の環境保護に貢献する活動の機会が増や
されることが期待されます。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

 「特に評価の高い点」については、当園の特色でもある異年齢保育を保護者の意見を

参考に、新しい取組も試みながら、より深めていけるよう努めていきたいです。 

 「改善を求められる点」については、職員同士で話し合い、子どもたちと取り組むこ

とができる環境保護活動の検討、職員の負担軽減につながる仕組み作りや配置の見直

し、実習生やボランティアの受入れ体制のマニュアル化を進めていきます。 

 評価結果を受けて、改めて職員で話し合う機会ができ、改善していく手立てを見つけ

ることができました。 



今後も、更に地域に根差した保育園運営を目指し、職員全員で取り組んでいけるよう

努力していきます。 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 


